　　　　　　　　　　　　　　　　　目次　

第１章　　　はじめに

第1節 ＡＬＳについて

第2節 研究の動機と目的

第2章 　ＡＬＳ療養者ができることを広げること

第1節 先行研究

第2節 研究仮説

第3章 　研究方法

1． 研究方法

2． 対象者の特定およびデータの収集手順

3． アンケート調査内容

4． 調査期間

5． データの処理と分析方法

6． 倫理的配慮

第4章 　研究結果

第1節 基本属性について

1． 年代別及び男女比

2． 居住地

3． 発症年齢

4． 発症時の職業

5． 療養場所

6． 婚姻状態

7． 子どもの有無・人数

8． 末子の年齢

9． 同居者の人数と同居者の属性

１０，療養期間

１１，病名確定期間

１２，病名確定までの転院数

１３，車椅子使用までの期間

１４，主な介護者

１５，人口呼吸器使用者

１６，人口呼吸器装着期間

第2節 「私にできること」について

第3節 基本属性と「私にできること」

第4節 療養者の交流・役割と「私にできること」

第5節 療養者のパソコン利用と「私にできること」

第6節 告知情報の満足度と「私にできること」

第7節 療養者の制度的支援・経済的支援と「私にできること」

第8節 活動実現要因と「私にできること」

第9節 役割取得と「私にできること」

第10節 療養者の子どもの有無、人数、末子の年齢と「私にできること」

第11節 その他

第5章 　考察

　仮説１　ＡＬＳ療養者との交流を多くし深める療養者ほど「私にできること」

　　　　　を広げている

　仮説２　告知により生きる希望をもてた療養者ほど「私にできること」

　　　　　を広げている

　仮説３　家族、介護関係者、医療従事者に意思疎通ができるパソコン利用時

　　　　　間が長く、パソコンでの意思疎通に信頼が高い療養者ほど、「私にで　

　　　　　きること」を広げている

　仮説４　制度の有効利用、人的支援（家族、療養者仲間、関係者等）、経済的

　　　　　支援が多い療養者ほど「私にできること」を広げている

　仮説５　子どもがいて、末子の年齢が低い療養者ほど「私にできること」を

　　　　　広げている

　仮説６　家族内での役割や社会的役割を期待され、その役割を取得・実践す

　　　　　る療養者ほど「私にできること」を広げている

第6章 　結論

第7章 　おわりに

　　　　　　　謝辞

　　　　　　　引用文献、参考文献、注

　　　　　　　資料

